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正誤表 

成文堂編集部 

本書の初版第 1 刷につきまして、下記のとおり誤りがございました。 

お詫びして訂正いたします。 

 

① ⅳ頁 憲法学会第二十五回総会記念講演 ⇒ 憲法学会第五十二回総会記念講演 

② 25（360）頁 3行目 ゲオルグ・エリネック ⇒ ゲオルグ・イェリネック 

③ 25（360）頁後ろから 2行目 責任を負えんという ⇒ 責任を負えという 

④ 27（358）頁 3行目 違法にかかわりの ⇒ 憲法にかかわりの 

⑤ 28（357）頁後ろから 4行目 著者或いは ⇒ 著書或いは 

⑥ 29（356）頁 6行目 当派理論 ⇒ 党派理論 

⑦ 29（356）頁後ろから 2行目 唯物史視 ⇒ 唯物史観 

⑧ 32（353）頁 5行目 締めて ⇒ 諦めて 

⑨ 33（352）頁 3行目 比較労働賃銀 ⇒ 比較労働賃金 

⑩ 33（352）頁 5行目 荒廃治 ⇒ 荒療治 

⑪ 34（351）頁 5行目（2カ所） 基ずく ⇒ 基づく 

⑫ 35（350）頁 2 行目 性質を有し、公法でさえも ⇒ 性質を有し、私法ですらも国家法的性質をも

っていたのに対して、ゲルマン法は要求的、

主観的、個人と結び付いた性質を有し、公法

でさえも 

⑬ 41（344）頁 1行目 憲法学会第二十五回総会記念講演 ⇒ 憲法学会第五十二回総会記念講演 

⑭ 42（343）頁後ろから 4行目 だから、そうしても ⇒ だから、どうしても 

⑮ 48（337）頁 4行目 押し倒す ⇒ 押し通す 

⑯ 48（337）頁後ろから 2行目 国民全体の相違 ⇒ 国民全体の総意 

⑰ 53（332）頁後ろから 5行目 存する国民の総意 ⇒ 主権の存する日本国民の総意 

⑱ 54（331）頁７行目 人権尊重の違法 ⇒ 人権尊重の原則 

⑲ 55頁（330）頁 3行目 天皇降臨 ⇒ 天孫降臨 

⑳ 385頁学会消息の括弧内 （令和元年 10月（まで ⇒ （令和元年 10月）まで 

㉑ 学会消息：各号発行年月 憲法研究第 43号（平成 22年 6月） ※以降同様 1年ずれ 

 ⇒ 憲法研究第 43号（平成 23年 6月）・・・・・憲法研究第 52号（令和２年 6月） 

㉒ 386頁 7行目 報告書及び司会者 ⇒ 報告者及び司会者 

㉓ 388頁報告（2） 国家主権の制度 ⇒ 国家主権の制限 

㉔ 388頁下から 2行目 上野池野端 ⇒ 上野池之端 



㉕ 389頁 5行目 新田浩司司会員 ⇒ 新田浩司会員 

㉖ 392頁総会議事 認証された ⇒ 承認された 

㉗ 392頁 4 決行された ⇒ 決定された 

㉘ 394頁第 109回総会 研究報告・懇親会を行った ⇒ 研究報告・総会議事・懇親会を行った                     

㉙ 394頁総合司会 近代姫路大学 ⇒ 近大姫路大学 

㉚ 397頁報告（4） 家庭想定 ⇒ 家族規定 

㉛ 398頁 18行目 高城智之 ⇒ 高乗智之 

㉜ 399頁（2カ所） 高条正臣 ⇒ 高乗正臣 

㉝ 399頁役員会・総会議事 慶野義雄管理委員会委員長 ⇒ 慶野義雄選挙管理委員会委員長 

㉞ 399頁下から 6行目 報告書及び司会者 ⇒ 報告者及び司会者 

㉟ 401頁 1行目 高条正臣 ⇒ 高乗正臣 

㊱ 401頁 2行目 推戴する審議され ⇒ 推戴する件が審議され 

㊲ 402 頁 3 行目 憲法問題」シンポジウムそれぞれの ⇒ 憲法問題」というテーマでのシンポジウム

を行うことにし、個人報告及びシンポジウ

ムそれぞれの 

㊳ 407頁 9行目（2カ所） 学界 ⇒ 学会 

㊴ 408頁 4行目 運営委員委員長 ⇒ 運営委員会委員長 

㊵ 413頁報告（4） 都留文化大学 ⇒ 都留文科大学 

㊶ 414頁訃報 藤田吉太郎 ⇒ 勝田吉太郎 

 

以上 

 


